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本日お伝えしたいこと

① 化学産業の担う役割

② レスポンシブル・ケア活動からの展開

③ 環境デュー・ディリジェンスへのチャレンジ

④ バリューチェーン全体を通じた環境課題への取組事例
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セグメント別売上収益比率

医薬品

エネルギー・
機能材料

情報電子化学

健康・農業
関連事業

石油化学
30％

高機能材料
30％

ライフサイエンス
38％

１．住友化学グループの概要

1913 年
22,258 億円 (2019年度) 

65.6 % (2019年度)

7.8 % (2019年度)

33,586 人 (2020年3月31日時点)

設立年
売上収益
海外売上収益比率
売上収益研究開発費比率
従業員数

石油化学
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２．化学産業が担う役割

気候変動

安心・安全な生活の維持
に対する意識・関心の高まり

自動車 住宅
建材

情報
通信

家電 農業 医薬品

社会基盤を支えるサステナビリティへの貢献

気候変動対応 環境負荷低減

化 学 産 業

新型コロナウイルス
感染拡大防止にも貢献

新たな需要や製品を

素材面で支える企業による貢献に期待
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問
題

貢
献

化学産業は、これまで環境汚染などの社会問題に直面し克服してきた

3.  過去の公害克服等の経験を未来に活かす

◆ イノベーション

1950 1970 2000

経済成長 経済成長と環境保護の両立 持続可能な開発 循環
経済

すべての産業の米 革新的素材

衣食の充足 現代的で
豊かな生活 健康寿命

IT革命

再生可能エネルギーと資源

オゾン層破壊・気候変動問題

四大公害 化学製品の
安全性への懸念

プロセス事故頻発

◆ ソリューション各地域における問題 地球規模の問題

2030
SD

Gs

その経験を直面する課題解決に活かしていく

202020101990 

資源・エネルギー問題

レスポンシブル・ケア活動の実践



6ESG説明会

成果の公表
社会との対話 社 会

環境
保全

物流
安全保安

防災

化学品・
製品安全

労働
安全衛生

化学品を取り扱う企業が、化学品の開発から製造、物流、使用、最終消費を
経て廃棄に至るすべての過程において、環境・健康・安全を確保し、その成果を公
表し、社会との対話・ コミュニケーションを行う自主活動

４．レスポンシブル・ケア活動について（１）
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取組例

５. レスポンシブル・ケア活動について（２）

住友化学グループは、レスポンシブル・ケア活動を経営の最も重要な柱の一つと位置づけ、
「安全をすべてに優先させる」という基本理念のもと、分野ごとに目標を設定し、その達成に
向けて取り組んでいます。

ガバナンス
重要事項は、経営会議や全社委員会にて
審議、施策を決定

気候変動対応
□環境配慮型製品の開発普及に注力
□GHG排出量の削減

環境保全
□PRTR法対象物質総排出量の削減
□産業廃棄物埋立量削減

製品安全・品質保証
□自社技術を活用した化学物質管理と
リスクコミュニケーションへの適切かつ積極的な取組

リスク管理
全社委員会にて評価および
モニタリングを実施

計画策定
レスポンシブルケア部を設置し、
年度方針・目標、中期計画を策定
日常業務への落とし込み、モニタリングを実施

基本姿勢
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６．環境デュー・ディリジェンスへのチャレンジ（１）

環境デュー・ディリジェンスの定義：
「自らの事業、サプライチェーン及びその他のビジネス上の関係に
おける環境に対する実際の及び潜在的な負の影響を企業が特定し、
防止し、軽減するとともに、これら負の影響へどのように対処するかに
ついて説明責任を果たすために企業が実施するプロセス」

（責任ある企業行動のためのOECDデュー・ディリジェンスガイダンスより）

環境デュー・ディリジェンスへのチャレンジ：
住友化学グループは、ステークホルダーからの要請の高まりに応じて、
レスポンシブル・ケア活動などの範囲・管理手法を自主的に見直し、
進捗について、ステークホルダーへの説明責任を果たしてきた
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７. 環境デュー・ディリジェンスへのチャレンジ（２）

2014年 2015年 2019～2021年バリューチェーン全体を通じた責任を果たす
原料・資材 加工・製造 物流 販売 消費 廃棄・リサイクル

原料
採掘 加工、製造 輸送、流通、

倉庫保管
マーケティング
小売り

廃棄物
管理消費

住友化学・
住友化学
グループ会社各社

自社

主な活動内容 コミュニケーションツール

自社
バリューチェーン
（川下方向）

レスポンシブル・ケア活動

統合報告書
サステナビリティデータブック

安全性要約書
SDS（Safety Data Sheet）

HP

バリューチェーン
（川上方向） サステナブル調達

統合報告書
サステナビリティデータブック

HP
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8. 環境デュー・ディリジェンスへのチャレンジ（３）
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9. 事例：気候変動対応

リスクへの対応機会の獲得

技術開発
製品ライフサイクル全体での

排出量削減

環境配慮型製品による貢献＋自社排出量削減

環境配慮型製品の販売
Sumika Sustainable Solutions
対象製品売上高の拡大

燃料転換

2018年10月
総合化学企業で

初認定

SBT 認定取得＊

＊ Scope1: 製造プロセスにおける燃料使用など、工場からの直接排出

Scope2: 工場外からの電力・熱の購入などによる間接的な排出

Scope3: 購入する原料の製造段階、輸送段階などでの排出

2013年度比の削減

https://sciencebasedtargets.org/
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□ プラスチックは持続可能な社会を支える有用な素材であると認識
□ プラスチック資源循環の実現と
プラスチック廃棄物問題の解決に向けて取り組む

1. 化学の強みを発揮し、事業を通じて課題解決に貢献する
2. 気候変動問題への対応にも配慮しつつ
リデュース・リユース・リサイクル（3R）に関するイノベーションを中心に注力し、
新しいソリューションの早期社会実装を目指す

3. 個社では解決が難しい課題に対しても、他者との連携等を通じて取り組む
4. 健全な科学に基づく教育啓発や、社会貢献活動にも積極的に取り組む
5. 活動についてレビューを行い、内容の充実と質の向上を図る

10. 事例：プラスチック資源循環への貢献
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11. 事例：環境保全

環境保全の管理目標を設定し、グループをあげて、環境負荷の低減に取り組
んでいます。

大気および水環境の保全、省資源・廃棄物管理、化学物質の適正管理、
生物多様性の保全、土壌環境の保全など、各分野における目標を掲げ、
各事業所に おいて目標達成に向けた取り組みの充実を図っています。
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12. 事例：製品安全・品質保証
化学製品のライフサイクルを通じて、人や環境への安全面での影響度を推定
し、そのリスクに応じて人の健康と環境を保護する活動を推進しています。

「エコ・ファーストの約束」のもと、当社で１トン以上を製造し、販売している化
学物質のリスクアセスメントを行い、「安全性要約書」として公開しています。こ
れらの情報も含めて、販売中の製品がお客さまに安全に使用していただける
品質になっていることを確認しています。
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取引先には説明会の実施や、「サステナブル調達ガイドブック」を通じて当社の
サステナブル調達の方針・考え方を理解頂くとともに、事前に「チェックシート」
を提出頂くことにより、遵守状況のデュー・ ディリジェンスを実施し、評価判定
が良好であることを確認した後に取引を開始しています。また、取引開始後は、
当社が遵守状況を定期的にモニタリングし、サステナビリティに取り組んでいる
取引先からの優先調達に努めることとしています。

13. サステナブル調達の取組

（サステナブル調達の仕組み）
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14. 事例：サステナブル調達チェックシート（概要）

■全般
会社の経営方針にサステナビリティ重視が明確化されているか、サステナビリティ推進体制と責任
者が決められているか等

■法令遵守・倫理
各種業法の遵守、競争制限的行為の禁止、優越的地位の濫用の禁止、汚職・賄賂などの
禁止、不適切な利益供与および受領の禁止、知的財産の尊重、不正行為の予防・早期発見、
個人情報、顧客・第三者の機密 情報の漏洩防止について、適切な管理がされているか等

■人権・労働
人権の尊重、差別の禁止、適正な労働時間、従業員の団結権の尊重、強制的な労働の禁止、
児童労働の禁止、適切な賃金について、適切な管理がされているか等

■防災・安全衛生
緊急時の対応、機械装置の安全対策、職場の安全、職場の衛生、従業員の健康管理に
ついて、適切な管理がされているか等

■環境保全
環境マネジメントシステムの構築・運用、製造工程で用いる化学物質の管理、環境許可証／
行政認可、環境への影響の最小化（排水・汚泥・排気など）、廃棄物削減、資源・エネルギー
の有効活用について、適切な管理がされているか等
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15. 事例： 2019年度 サステナブル調達の実績

GHG排出削減＋人権課題（ハイリスク原材料等）については、
管理レベルを深化させ、取引先とのエンゲージメントを実施中
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16. ステークホルダーからの評価

長年にわたるレスポンシブル・ケア活動などの地道な活動が評価され、
CDPにより、気候変動および水セキュリティ対応において、目標設定、行動、透明性の点で
特に優れた活動を行っている企業として、「気候変動Aリスト2020」と「水セキュリティAリス
ト2020」に選定されました。最高評価であるAリストへの選定は、気候変動は3年連続、
水セキュリティは初となります。
また、サプライヤー評価の基準として広く活用されている、EcoVadis社のサステナビリティ
調査においても「ゴールド」評価を得ています。
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ご清聴ありがとうございました
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